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日 本 自 動 車 研 究 所 は こ の ほ ど 、 つ く ば 市 学 園 南 エ

リ ア 未 利 用 地 売 却 に 係 る 事 業 者 公 募 を 開 始 し た 。 登記 簿 面 積

1 5万 ５ ３ ８ ９ ・ ７ ６ ㎡ 。 最 低 売 却 価 格 は

9 2

億 ４ ０ ０ ０ 万 円 。 応 募 者 は 単 体 企 業 ま た は 複 数 企 業で 構 成 さ れ る グ ル ー プ と し 、 ６ 月

1 3日 ま で 参 加 表 明

書 を 受 け 付 け 、 ９ 月 中 旬 に ヒ ア リ ン グ な ど を 行 い 、
1 0月 中 に 買 受 候 補 者 を 選 定 す る 予 定 。

　
場 所 は 、 つ く ば 市 学 園 南

２

－ ８

－ ４ 。 つ く ば エ ク ス

更 新 に 関 し て は 、 従 来 手 法に 限 ら ず リ ー ス や Ｅ Ｓ Ｃ Ｏ（ 省 エ ネ ル ギ ー 改 修 に か かる 全 て の 経 費 を 光 熱 水 費 の削 減 分 で 賄 う 事 業 ） と い った 手 法 を 導 入 し た 上 で 、 複数 施 設 を 対 象 と し Ｌ Ｅ Ｄ 化や 空 調 設 備 、 受 変 電 設 備 改修 を 組 み 合 わ せ る こ と で 事業 期 間 の 短 縮 や 、 予 算 の 低減 な ど を 図 る こ と が で き ると 市 は 考 え る 。　
そ こ で 、 民 間 事 業 者 と の

対 話 を 通 じ て 、 民 間 事 業 者の 事 業 参 入 意 向 、 参 入 し やす い 公 募 条 件 等 を 整 え る ため に サ ウ ン デ ィ ン グ 型 市 場調 査 を 実 施 す る 。　
調 査 対 象 者 は 本 事 業 の 実

施 主 体 と な る 意 向 を 有 す る画 等 に つ い て 審 議 し 、 全 会一 致 で 承 認 と な っ た 。 役 員改 選 で は 、 野 溝 理 事 長 の 留任 が 決 定 。 理 事 選 任 役 職 は４ 日 の 理 事 会 で 決 定 し た 。　
議 事 で は 、

2 2年 度 の 事 業

報 告 、 決 算 関 係 、

2 3年 度 の

事 業 計 画 、 収 支 予 算 な ど 、全 ７ 議 案 を 原 案 可 決 し た 。　
新 役 員 は 次 の と お り （ 敬

称 略 。  ［ 新 ］ は 新 任 ）  。

　
取 手 市 は 、 脱 炭 素 社 会 の

実 現 に 向 け て 市 有 施 設 の 省エ ネ ル ギ ー 機 器 へ の 転 換 を進 め て い る 。 今 後 、 さ ら なる 省 エ ネ 化 の 推 進 を 検 討 して い る こ と か ら 、 事 業 の 手法 や 実 施 の 可 能 性 に つ い て民 間 事 業 者 か ら の 意 見 を 聞く た め 、 サ ウ ン デ ィ ン グ 型市 場 調 査 を 実 施 す る 。　
現 在 、 市 で は 市 役 所 藤 代

庁 舎 の 照 明 器 具 Ｌ Ｅ Ｄ 化 を進 め て お り 、 他 の 施 設 に つい て も Ｌ Ｅ Ｄ 化 の 検 討 を 行う 。 ま た 、 空 調 設 備 や 受 変電 設 備 も 老 朽 化 が 進 ん で いる こ と か ら 、 省 エ ネ 設 備 に更 新 す る こ と で 脱 炭 素 化 へ貢 献 し た い 考 え だ 。　
こ れ ら の 省 エ ネ 設 備 へ の

　
茨 城 県 板 金 工 業 組 合 （ 野

溝 年 成 理 事 長

＝ 写 真

） は こ

の ほ ど 、 茨 城 県 立 青 少 年 会館 で 第

5 3回 通 常 総 会 を 開

催 。 ２ ０ ２ ３ 年 度 の 事 業 計

プ レ ス 研 究 学 園 駅 の 南 に 位置 。 同 所 つ く ば 研 究 所 の 市法 人 ま た は 法 人 の グ ル ープ 。　
調 査 対 象 と な る 施 設 は 照

明 設 備 （ 屋 内 ） が

8 5施 設 、

　
つ く ば み ら い 市 は 本 年

度 、 水 道 施 設 更 新 基 本 計 画に 基 づ い た 管 路 や 配 水 施 設の 更 新 を 進 め る 。 当 初 予 算の 資 本 的 支 出 は

1 3億 ５ １ ９

２ 万 ９ ０ ０ ０ 円 で

1 5・ ５ ％

増 。 老 朽 管 の 布 設 替 え や みら い 平 配 水 場 配 水 ポ ン プ 設備 増 設 工 事 な ど を 実 施 する 。　
配 水 設 備 改 良 費 に は ３ 億

３ ３ ５ ２ 万 ５ ０ ０ ０ 円 を 充て 、 老 朽 管 の 布 設 替 え や 道　 ［ 理 事 長 ］　
■ 野 溝 年 成

　 ［ 副 理 事 長 ］　
■ 知 久 貴

　
■ 鴨 志 田 英 雄

　
■ ［ 新 ］ 小 澤 栄

　 ［ 専 務 理 事 ］　
■ ［ 新 ］ 小 林 誠

　 ［ 常 務 理 事 ・ 県 南 ブ ロ ック 長 ］　
■ ［ 新 ］ 小 林 隆

し 、 買 受 者 が 敷 地 内 の 造 成や イ ン フ ラ 整 備 、 提 案 書 に基 づ く 計 画 施 設 等 を 整 備 する も の と す る 。　
現 地 見 学 会 は 今 月

1 3・

1 4

日 に 開 催 す る 。 申 込 み 締 切は

1 2日 午 後 ５ 時 。 そ の 後 、

６ 月

1 3日 ま で 参 加 表 明 書 を

受 け 付 け 、 同 月

2 2日 に 参 加

登 録 可 否 の 通 知 を 行 う 予定 。 提 案 書 類 の 提 出 締 切 は８ 月

1 0日 。

　
プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ・ ヒ

ア リ ン グ を 経 て 、

1 0月 中 に

審 査 結 果 を 公 表 す る 。 売 買契 約 の 締 結 は

1 1月 を 予 定 し

間 が ５ 月 ８ 日 か ら

1 2日 ま

で 。 名 簿 の 有 効 期 間 は

2 3年

７ 月 １ 日 か ら ２ ０ ２ ５ 年 ３月

3 1日 ま で 。

　
申 請 方 法 は 受 付 期 間 内 に

 

市 Ｈ Ｐ の 競 争 入 札 参 加 資 格受 付 シ ス テ ム を 利 用 し て 、

デ ー タ 入 力 （ 仮 登 録 ）  。 そし て 総 務 課 契 約 検 査 室 へ 所定 の 申 請 書 類 を 郵 送 に て 提出 す る こ と が 必 要 。 イ ンタ ー ネ ッ ト 環 境 が な い 場 合は 総 務 課 契 約 検 査 室 窓 口 にて 申 請 書 を 受 け 取 れ る 。　
な お 、 建 設 工 事 お よ び 建

設 コ ン サ ル タ ン ト 業 務 等 につ い て は 県 と の 共 同 受 付 で行 う 。に 絞 り 込 む 予 定 。　
今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル は 、

参 加 申 し 込 み 受 付 期 間 （ エン ト リ ー シ ー ト 提 出 締 切 ）が ５ 月

1 9日 。 対 話 （ ヒ ア リ

ン グ ） が ６ 月 １ ～ ８ 日 。 結果 概 要 公 表 が ７ 月 の 予 定 。

灯 が ３ ８ ２ カ 所 、 空 調 設 備が

1 0施 設 、 受 変 電 設 備 が
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施 設 。 こ れ は 検 討 中 の 最 大範 囲 で あ り 、 調 査 等 を 参 考

道 ５

－ １ ７ １ １ 号 線 を 挟 ん

だ 東 側 。 地 目 は 宅 地 。　
こ れ ま で 有 効 活 用 の 検 討

を 進 め て い た が 、 ２ ０ ２ １年 度 に 土 地 売 却 に 向 け た 検討 を 進 め る 方 針 と な っ た 。そ の 一 方 、 ま ち づ く り へ の貢 献 や 周 辺 住 民 へ の 配 慮 、地 域 活 性 化 へ の 貢 献 、 産 業の 振 興 へ の 期 待 の 声 も あ るこ と か ら 、 公 募 型 プ ロ ポ ーザ ル に よ り 開 発 計 画 の 内 容も 審 査 し た 上 で 、 対 象 地 の買 受 者 を 選 定 す る こ と と した 。　
引 き 渡 し は 現 状 有 姿 と

　
鹿 嶋 市 は 入 札 参 加 資 格 審

査 申 請 の 追 加 受 付 を 実 施 する 。 物 品 製 造 ・ 販 売 ・ 買 受や 役 務 の 提 供 な ど の 受 付 につ い て は 、 デ ー タ 入 力 （ 仮登 録 ） 期 間 は ４ 月

1 4日 か ら

５ 月

1 2日 、 申 請 書 類 受 付 期

照 明 設 備  （ 屋 外 ）  が

4 6施 設 、

空 調 設 備 が

1 0施 設 、 受 変 電

設 備 が

1 9施 設 、 道 路 照 明 灯

が １ ０ ８ ８ カ 所 、 公 園 街 路路 整 備 と 合 わ せ て 行 う 管 路の 布 設 替 え を 実 施 。 伊 奈 地区 取 水 井 電 気 設 備 更 新 工 事や 谷 和 原 地 区 第 ７ 号 取 水 井改 修 工 事 も 行 う 。 内 訳 は 配水 管 布 設 工 事 （ 小 張 地 内ほ か １ 件 ） に ６ １ ６ ０ 万円 、 配 水 管 布 設 替 工 事 （ 西ノ 台 地 内 ほ か ５ 件 ） に １ 億９ ６ ４ ６ 万 円 、 谷 和 原 地 区第 ７ 号 取 水 井 改 修 工 事 に １８ ０ ６ 万 ２ ０ ０ ０ 円 。 伊 奈地 区 取 水 井 電 気 設 備 更 新 工　 ［ 常 務 理 事 ・ 県 西 ブ ロ ック 長 ］　
■ ［ 新 ］ 藤 井 信 悟

　 ［ 会 計 理 事 ］　
■ ［ 新 ］ 荒 井 隆 一

　 ［ 理 事 ・ 総 務 委 員 長 ］　
■ ［ 新 ］ 坂 本 友 広

　 ［ 理 事 ］　
■ 梅 山 智 広

　 ［ 理 事 ・ 県 北 ブ ロ ッ ク 長 ］　
■ 鈴 木 光 成

　 ［ 理 事 ・ 県 央 ブ ロ ッ ク 長 ］　
■ 村 田 豊

　 ［ 理 事 ・ 県 東 ブ ロ ッ ク 長 ］　
■ ［ 新 ］ 藤 崎 正 美

　 ［ 理 事 ・ 青 年 部 長 ］　
■ 菊 地 和 浩

て い る 。　
な お 、 同 市 西 大 橋 字 芝

山 ６ １ ２

－ １ （ Ａ ３ １ ８ ３

㎡ ）  、 同 市 西 大 橋 字 這 坂 ６０ ９

－

１ （ Ａ １ ０ ４ ５ ㎡ ）

の 未 利 用 地 に つ い て も 、

1 0

～

1 1月 ご ろ に 売 却 先 の 事 業

者 公 募 を 行 う 予 定 。　
問 い 合 わ せ は 、 デ ロ イ ト

ト ー マ ツ フ ァ イ ナ ン シ ャル ア ド バ イ ザ リ ー 合 同 会社 （ 担 当 ： 石 井 氏 、 木村 氏 。 電 話 ： ０ ８ ０

－

４

１ ９ ９

－

３ ６ ８ ０ 。 メ ー

ル ：
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事

 （ 第 ８ ・ ９ ・

1 1号 取 水 井 ）

は ２ カ 年 継 続 費 ９ ４ ９ ５ 万２ ０ ０ ０ 円 を 設 定 。　
そ の ほ か 、 実 施 設 計 に １

３ ７ ７ 万 ２ ０ ０ ０ 円 、 翌 年度 実 施 設 計 に ５ ７ ３ 万 １ ００ ０ 円 を 措 置 。　
緊 急 時 給 水 拠 点 確 保 等 事

業 に は ２ 億 ７ ９ ３ ６ 万 ７ ００ ０ 円 を 計 上 。 災 害 時 に 避難 所 と な る 重 要 給 水 施 設 への 配 水 管 を 耐 震 性 の あ る もの に 更 新 、 新 設 す る 。 福 田地 内 ほ か ３ 件 の 配 水 管 布設 ・ 布 設 替 え 工 事 に ２ 億 ６５ ７ ９ 万 ３ ０ ０ ０ 円 を 配分 。 設 計 ・ 監 理 に は １ ３ ５７ 万 ４ ０ ０ ０ 円 を 充 て る 。　
福 岡 工 業 団 地 第 ２ 期 地 区

関 連 事 業 （ 上 水 ） に は ７ ４７ ４ 万 円 を 措 置 。 当 該 工 業団 地 内 に 水 道 水 を 供 給 す るた め 配 水 施 設 の 工 事 を 行う 。

2 3～

2 4年 度 の ２ カ 年 で

み ら い 平 配 水 場 配 水 ポ ン プ設 備 増 設 工 事 を 実 施 。 ２ カ年 継 続 費 ９ ２ ９ ０ 万 円 を 設定 。 単 年 度 の 配 水 管 布 設 工事 に も ３ ７ ４ ０ 万 円 を 充 てる 。　
久 保 浄 水 場 更 新 事 業 に は

４ 億 ２ ９ １ ６ 万 ５ ０ ０ ０ 円を 充 当 。

2 2年 度 か ら 継 続 的

に 行 っ て い る 浄 水 設 備 お よび 低 区 配 水 施 設 の 更 新 工事 。

2 4年 度 の 完 了 を 見 込 ん

で い る 。

代 表 理 事 会 長 　 川 野 　 和 彦

茨 城 県 森 林 組 合 連 合 会

〒 3 1 9 － 2 2 0 5 　 茨 城 県 常 陸 大 宮 市 宮 の 郷 2 1 5 3 － 2 3
T E L 0 2 9 4 － 7 0 － 3 6 2 0 　 F A X 0 2 9 4 － 7 6 － 1 7 6 7

代 表 理 事 組 合 長 　 佐 川 卓 政

常 陸 太 田 市 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 盛 田 　 守

笠 間 広 域 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 鈴 木 幸 男

高 萩 市 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 杉 山 　 匡

つ く ば ね 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 角 田 二 雄

常 陸 大 宮 市 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 石 川 多 聞

城 北 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 駒 橋 秋 男

北 茨 城 市 森 林 組 合

代 表 理 事 組 合 長 　 𠮷 成 俊 光

大 子 町 森 林 組 合 会 　 長 　 野 　 上 　 満 　 正

副 会 長 　 皆 川 　 正 一
副 会 長 　 川 井 　 顯 一
副 会 長 　 鉾 田 　 樹 一

副 会 長 　 酒 井 　 宗 衛
副 会 長 　 浅 川 　 清 司

茨 城 県 木 材 協 同 組 合 連 合 会

〒 3 1 9 － 2 2 0 5 　 常 陸 大 宮 市 宮 の 郷 2 1 5 3 － 3 8

T E L 　 0 2 9 4 － 3 3 － 5 1 2 1

F A X 　 0 2 9 4 － 3 3 － 5 1 9 1

理 事 長 　 石 　 井 　 邦 　 一

副 理 事 長 　 川 　 野 　 和 　 彦

副 理 事 長 　 野 　 上 　 満 　 正

副 理 事 長 　 豊 　 田 　 　 　 稔

副 理 事 長 　 栗 　 田 　 晴 　 二

茨 城 県 森 林 ・ 林 業 協 会公 　 　 益
社 団 法 人

み ど り の 新 時 代 を リ ー ド し ま す

〒 3 1 0- 0 0 1 1

水 戸 市 三 の 丸 1- 3- 2 　 林 業 会 館 内

〇 緑 化 部 （ 緑 の 募 金 、 森 林 づ く り サ ポ ー ト ）

T E L ： 0 2 9- 3 0 3- 2 8 2 8 　 F A X： 0 2 9- 2 3 3- 2 3 3 3

砂 　 押 　 一 　 成

一 般 社 団 法 人

茨 城 県 建 設 業 協 会

水 戸 市 大 町 3 丁 目 1 番 2 2 号 　 T E L 0 2 9 － 2 2 1 － 5 1 2 6 ㈹

htt p: / / w w w.i b a k e n. o r.j p

こ の 街 の 頼 り に な る 存 在 で あ り た い 。

副 会 長 　 細 　 谷 　 武 　 史 副 会 長 　 下 　 田 　 德 　 行

副 会 長 　 秋 　 山 　 光 　 伯 副 会 長 　 小 　 林 　 伸 　 行

副 会 長 　 大 　 藤 　 博 　 文 副 会 長 　 新 　 井 　 　 　 孝

他  会 員 一 同

会 　 長 　 石 　 津 　 健 　 光

茨 城 県 庭 園 樹 協 会
会 　 長 　 中 　 庭 　 隆 　 夫

副 会 長 　 安 　 藤 　 和 　 幸

副 会 長 　 酒 　 井 　 寿 　 彦

副 会 長 　 針 　 谷 　 政 　 明
外 会 員 一 同

水 戸 市 三 の 丸 １ － ３ － ２ 　 茨 城 県 緑 化 推 進 機 構 内

T E L 0 2 9 （ 3 0 3 ）2 8 2 8

永 　 井 　 剛 　 人

井 　 坂 　 秀 　 夫

砂 　 押 　 一 　 成

稲 　 見 　 洋 　 二

　 4  月 1 5  日 か ら 5  月 1 4  日 ま で の 1  か 月 は 「 み ど り の 月 間 」 で す 。 希 望 に あ ふ れ る 春

を 迎 え 、 若 葉 が 青 々 と 育 ち 始 め る こ の 時 期 は 、 特 に 「 み ど り 」 を 感 じ る 季 節 で す 。

　 さ て 、 私 た ち に 豊 か な 生 活 を 与 え て く れ る 森 林 は 、 木 材 の 供 給 の ほ か に も 、 県 土

の 保 全 や 水 源 の 涵
か ん

養 、 地 球 温 暖 化 の 防 止 な ど 様 々 な 公 益 的 機 能 を 有 し て お り 、 安 全 ・

安 心 な 県 民 生 活 を 維 持 す る 上 で 、 大 変 重 要 な 役 割 を 果 た し て お り ま す 。

　 こ の た め 、 県 に お き ま し て は 、 森 林 湖 沼 環 境 税 を 活 用 し た 施 策 に よ り 、 本 県 林 業

を 牽 引 す る ト ッ プ ラ ン ナ ー と な る 林 業 経 営 体 の 育 成 を 図 り 、 こ れ ら の 経 営 体 に よ る

林 業 経 営 に よ り 、 森 林 の 公 益 的 機 能 の 持 続 的 発 揮 と カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に

向 け 取 り 組 ん で ま い り た い と 考 え て お り ま す 。

　 ま た 、 本 年 1 1  月 に 皇 室 殿 下 の ご 臨 席 を 仰 ぎ 「 第 4 6  回 全 国 育 樹 祭 」 が 本 県 で 開 催

さ れ ま す 。 「 誰 か じ ゃ な い 　 僕 が 育 て る 　 緑 の 日 本 」 を 大 会 テ ー マ に 、 お 手 入 れ 行 事

を 潮 来 市 の 「 水 郷 県 民 の 森 」 で 、 式 典 行 事 を 水 戸 市 の 「 ア ダ ス ト リ ア み と ア リ ー ナ 」

で 開 催 し 、 「 未 来 に 繋 が る 新 し い 林 業 の 姿 」 を 全 国 に 向 け て 発 信 し て ま い り ま す 。

　 県 と い た し ま し て は 、 引 き 続 き 、 適 切 な 森 林 整 備 と 森 林 資 源 の 循 環 利 用 を 推 進 し

て ま い り ま す の で 、 県 民 の 皆 様 の ご 理 解 と ご 協 力 を お 願 い い た し ま す 。

ご あ い さ つ
茨 城 県 農 林 水 産 部 長

上 野 　 昌 文

　 私 た ち の 生 活 に 欠 か せ な い 「 み ど り 」 － 。 そ

の 恩 恵 は 多 岐 に わ た り 、 地 球 温 暖 化 の 防 止 や 都

市 環 境 の 改 善 の み な ら ず 、 芸 術 ・ 文 化 な ど の 分

野 で も 重 要 な 役 割 を 果 た し て い る 。 「 み ど り の

月 間 」（ 毎 年 4  月 1 5  日 ～ 5  月 1 4  日 ） は 、「 み ど り 」

に 対 す る 国 民 の 関 心 と 理 解 を 深 め る と と も に 、

豊 か な 森 林 づ く り や 都 市 緑 化 な ど を 推 進 す る こ

と を 目 的 と し て 、2 0 0 6  年 8  月 に 閣 議 決 定 さ れ た 。

期 間 中 は 様 々 な 行 事 が 開 催 さ れ 、 国 公 立 公 園 の

無 料 開 放 や 地 方 自 治 体 の 協 力 に よ る 緑 化 イ ベ ン

ト な ど も 行 わ れ る 。 「 み ど り 」 は 私 た ち の 周 り

に 当 た り 前 に 存 在 す る も の 。 だ か ら こ そ 、 そ の

大 切 さ を 再 認 識 す る 機 会 と し た い 。

緑 豊 か な 潤 い の あ る ま ち づ く り へ
～ グ リ ー ン イ ン フ ラ の 取 り 組 み 推 進 ～

「 み ど り の 月 間 」「 み ど り の 月 間 」

明 日 か ら

2 0 2 3 年 ４ 月 1 5 日 （ 土 ） ～ ５ 月 1 4 日 （ 日 ）

対 象 地  
（ 一 財 ）

日 本 自 動 車 研 究 所
つ く ば 研 究 所
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先 ］

午 前

午 後

県 土 木 部  ・  幹 部

き ょ う

の
動 向

水 戸 土 木 所 長常 陸 大 宮 土 木 所 長大 子 工 務 所 長潮 来 土 木 所 長土 浦 土 木 所 長筑 西 土 木 所 長常 陸 太 田 工 事 所 長高 萩 工 事 所 長鉾 田 工 事 所 長竜 ケ 崎 工 事 所 長常 総 工 事 所 長境 工 事 所 長

○○○○○○○○○●○○

○○○○○○○○○●○○

部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 監監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

通 常 総 会開
　 　

催

事 業 計 画

な
　

　
ど
議 案 承 認

野 溝 理 事 長 が 続 投 へ

県 板 金 工 業 組 合

実 施 可 能 性 へ 市 場 調 査
市 有 施 設 を 省 エ ネ 化

取 手 市

つ く ば 学 園 南 エ リ ア 未 利 用 地

公 募 型 プ ロ ポ で 1 5. 5 h a 売 却

日 本 自 動 車 研 究 所 ／ 最 低 価 格 は 9 2 億 4 0 0 0 万

つ く ば み ら い 市 ／

2 3年 度 水 道 事 業

み ら い 平 で ポ ン プ 増 設配 水 設 備 改 良 に

3. 3億 円
物 品 等 追 加 申 請

５ 月

1 2日 ま で 受 付

鹿 嶋 市


